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１．アイオワ州で実施されたICワークショップについて

ミネ タ州での当社製シ テムによるデ 施 に いて２．ミネソタ州での当社製システムによるデモ施工について

酒井重工業(株) 技術研究所
内山



IC（インテリジェントコンパクション）について

米国FHWA（Federal Highway Administration；連邦道路庁）の政府方針・指導に基づく活動。

FHWAによるICの定義 （”IC Strategic Plan”より)
1 転圧中にロ ラ側で材料剛性を測定（土 ｱｽﾌｧﾙﾄ）

IC Strategic Plan (2005. 4)

1. 転圧中にローラ側で材料剛性を測定（土、ｱｽﾌｧﾙﾄ）。
2. ﾛｰﾗ位置と材料剛性情報等を連続記録。
3. 剛性値と転圧回数等の締固め情報をﾘｱﾙﾀｲﾑ表示（オペ・検査官用）。
4 舗装管理ｼｽﾃﾑのﾃﾞ ﾀ ﾞ ｽとﾘﾝｸ可能なこと4. 舗装管理ｼｽﾃﾑのﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽとﾘﾝｸ可能なこと。
5. 振動ﾛｰﾗの締固めﾊﾟﾗﾒｰﾀ（振幅・振動数等）を自動制御可能。

・情報化によるより良いQC/QA
締固め品質 均 化・締固め品質の均一化

・道路構造物の長寿命化
・コスト削減
・道路の維持管理



アイオワ州で実施されたICワークショップについて

・ワークショップ名： Intelligent Compaction for Soils and HMAg p

・ワークショップ開催目的
ICの普及推進事業の一部。（今年1月のDallas、TX州会議に続く2回目）ICの普及推進事業の 部。（今年1月のDallas、TX州会議に続く2回目）

・日時： 2008年4月2－4日

・場所： アイオワ州 West Des Moines

参加者 DOT(51) FHWA(6) ｺﾝｻﾙ(11) 舗装業者(10)・参加者： DOT(51)、FHWA(6)、ｺﾝｻﾙ(11)、舗装業者(10)、
大学研究機関(16)、
ﾒｰｶ(12)： AMMAN(CASE)、Bomag、CAT、SAKAI、Trimble、

Leica、Sauer-Danfoss



1. ICワークショップ（アイオワ州）

日程

1日目
・大学研究機関 （１）、FHWA （１）、DOT （２）、舗装業者 （２） からの発表。

2日目
・ローラメーカ（４） からの発表。
・IC for Soils and Aggregate 、IC for HMA 、Design tools, 

Education/training, Specifications に関するディスカッション

3日目
・IC for Soils and Aggregate 、IC for HMA 、Design tools, 

Education/training, Specifications に関するディスカッションduc o / g, Spec c o s に関するディ カッション



1. ICワークショップ（アイオワ州） (1) Intelligent Compaction for HMA  －FHWA－



ICへの国家的努力

1. ICワークショップ（アイオワ州） (1) Intelligent Compaction for HMA  －FHWA－

ICへの国家的努力

－NCHRP 21-09
“IC土工の利点と可能性に関する試験”

・FHWA、アイオワ大学、コロラド大学、
各州DOT、ローラメーカ
・今年5月で試験終了。

－TPF #954
“路床・路盤・舗装工でのIC技術普及活動

・FHWA、Transtec Group、アイオワ大学、
各各州DOT、ローラメーカ
・現在、進行中



TPF #954 へ参加するDOT

1. ICワークショップ（アイオワ州） (1) Intelligent Compaction for HMA  －FHWA－

TPF #954 参加するDOT



1. ICワークショップ（アイオワ州） (1) Intelligent Compaction for HMA  －FHWA－



1. ICワークショップ（アイオワ州） (1) Intelligent Compaction for HMA  －FHWA－

www.intelligentcompaction.com



1. ICワークショップ（アイオワ州） (2) IC for Soil and Aggregate  －Iowa State University－



1. ICワークショップ（アイオワ州） (2) IC for Soil and Aggregate  －Iowa State University－
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1. ICワークショップ（アイオワ州） (2) IC for Soil and Aggregate  －Iowa State University－



1. ICワークショップ（アイオワ州） (2) IC for Soil and Aggregate  －Iowa State University－

振幅／振動数振幅／振動数

走行速度

ローラサイズ

土質土質

多層構造

含水比



評価深さ

1. ICワークショップ（アイオワ州） (2) IC for Soil and Aggregate  －Iowa State University－

評価深さ



1. ICワークショップ（アイオワ州） (2) IC for Soil and Aggregate  －Iowa State University－
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1. ICワークショップ（アイオワ州） (2) IC for Soil and Aggregate  －Iowa State University－



1. ICワークショップ（アイオワ州） (3) Intelligent Compaction  －Payne & Dolan－



1. ICワークショップ（アイオワ州） (3) Intelligent Compaction  －Payne & Dolan－

ICとは、リスクを減らしつつ、生産性を向上させる締固め管理システム



1. ICワークショップ（アイオワ州） (3) Intelligent Compaction  －Payne & Dolan－

路盤工におけるIC活用

・CCVと密度の良好な相関関係。
・オーバローリング（オーバコンパクション）

の減少。
検査官とのコミ ニケ ション改善・検査官とのコミュニケーション改善。

・QCテストの削減。
・軟弱領域の確認。→リスクの減少。
・全面管理。

SV510D + CCV



1. ICワークショップ（アイオワ州） (3) Intelligent Compaction  －Payne & Dolan－

舗装工におけるIC活用

均一な締固め密度は、下記項目に依存。
・温度
・混合物の均一性・混合物の均一性
・均一な転圧パターン

現在のICモニタリング技術
・表面温度
・転圧パターン
・密度？



European Experience
1. ICワークショップ（アイオワ州） (4) European Experience with ICS  －COLAS－

European Experience 
with ICS

● ICローラ（Bomag、Ammann製）導入後、従来の品確テストを80%省略。
● 各種の舗装材料 舗装層に対するICローラ運転条件（振幅 回数等）を標準化済み● 各種の舗装材料、舗装層に対するICロ ラ運転条件（振幅、回数等）を標準化済み。



ミネソタ州での当社製システムによるデモ施工について

（ TPF #954 第１回）（ TPF #954 第１回）



2. ミネソタ州での当社製システムによるデモ施工について

デモに使用したシステム CIS (Compaction Information System) について



デモ概要

2. ミネソタ州での当社製システムによるデモ施工について

デモ概要

日時： 2008年6月15－23日
場所： ミネソタ州 カンディヨヒ郡 郡道４号線
施工会社：Dunnik Brothers

工事区間：5.1 km （上り下り各１車線）
アスファルト混合物アスファルト混合物

基層：再生合材（30%）、厚さ 64mm
表層：再生合材（20%）、厚さ 38mm

ローラ仕様
名 称 SW880
運転質量 13,410 kg
最大起振力 177 kN最大起振力 177 kN
最大振動数 4,000 vpm
締固め幅 2,000 mm

原位置試験
密度
コーンペネトロメータ
LWDLWD
FWD



2. ミネソタ州での当社製システムによるデモ施工について

施工状況

Windrow paving (速度;11.6 m/min)

初期転圧(速度;4.8km/h)２次転圧



2. ミネソタ州での当社製システムによるデモ施工について

ＣＩＳディスプレイの有無によるオペレータの転圧パターンＣＩＳディスプレイの有無によるオペレ タの転圧パタ ン

ディスプレイ無し ディスプレイ有り



2. ミネソタ州での当社製システムによるデモ施工について



2. ミネソタ州での当社製システムによるデモ施工について

路盤におけるＣＣＶと計測値の相関路盤におけるＣＣＶと計測値の相関
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2. ミネソタ州での当社製システムによるデモ施工について

アスファルト転圧時の表面温度アスファルト転圧時の表面温度

温度センサ温度センサ

平均；104.3 ℃ 平均；100.0 ℃



2. ミネソタ州での当社製システムによるデモ施工について

ＣＣＶのヒストグラムおよびＣＣＶと密度の相関ＣＣＶのヒストグラムおよびＣＣＶと密度の相関

CCV Frequency (vpm)



2. ミネソタ州での当社製システムによるデモ施工について



まとめ

１．アイオワ州で実施されたICワークショップ

・ローラ側で計測した材料剛性について、更なる試験解析を進める。
（従来の管理値との関係。各ローラメーカのシステムから出力される材料剛性の関係。）

・FHWAは、TPFを通じてICの普及活動を進める。

２ ミネソタ州での当社製システムによるデモ施工２．ミネソタ州での当社製システムによるデモ施工

・オペに転圧回数分布を見せることにより、均一な転圧回数となる。

・路盤でＣＣＶの低い場所において、アスファルトが破損。

路盤における と には相関性がある・路盤におけるＣＣＶとＬＷＤ、ＤＣＰには相関性がある。

・アスファルトにおけるCCVと密度の相関性は、今後データを蓄積
する必要がある。


